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は、生徒に「郷土や地域の歴史・文化に親しみ、郷土にも誇りをも「 」ῃⱣҏ ѣҭѴҭ
ってほしい」という願いをこめて連載しています。下記の「平成23年七中だより第４号」の記
事をきっかけとして、同年11月より連載をしています。以下の記事は、発行時のものに一部加

（ ）筆及び写真添付をしました。地域の皆様からは回覧板でご覧いただいています 無断掲載不可。

（ 発行)＜ ＞校地の歴史 三日市陣屋跡に建つ七葉中 「 号」H23七中だより第４ H23.7.1

知 的 好 奇 心 は 学 び の 源
- -三 日 市 陣 屋 跡 に 建 つ 七 葉 中

校 長 松 井 淳

四 月 赴 任 し て 間 も な く 、 学 校 前 の バ ス 停

脇 の 校 地 内 に あ る 朽 ち 果 て そ う な 看 板 の 枠

と 柱 を 見 つ け ま し た 「 こ れ な ん で す か 」。

と 先 生 方 に 聞 き ま し た が わ か り ま せ ん 。

イ ン タ ー ネ ッ ト で 七 葉 中 と 検 索 し て し て

み る と 「 の 五 男 が 建 て た、 柳 沢 吉 保 （ よ し や す ）

（ ） 跡 地 、 七 葉 中 学三 日 市 藩 陣 屋 館 村 陣 屋

校 」 と あ り ま し た 。 学 校 の 写 真 ま で の っ て

い る の で す 。 Ｐ Ｔ Ａ 役 員 の 方 に も 聞 い て み

る と 「 地 域 の な か で 昔 、 歴 史 ウ ォ ー ク を し

て い た 時 に 建 て た 看 板 か も し れ な い 」 と の

。 「 、情 報 を 得 ま し た こ こ ま で わ か る と な ぜ

柳 沢 吉 保 の 五 男 が 三 日 市 に 陣 屋 を 建 て た の

だ ろ う か （ 。 三 日 市 陣 屋 と い い な註 参 照 ）

が ら な ぜ 上 館 に 陣 屋 が あ る の だ ろ う 。 ど ん

な 建 物 で あ っ た の だ ろ う 」 等 、 疑 問 と 興。

味 が わ い て き ま し た 。

『 新 発 田 市 史 上 巻 』 の 「 三 日 市 藩 と 黒 川

藩 の 成 立 」 の 箇 所 を 読 み ま し た 。 当 時 の 建

物 の 一 部 が 市 内 住 田 の 伊 藤 家 に 移 設 さ れ て

い る こ と が わ か り 、 写 真 を 撮 り に 行 く と 、

ご 主 人 に お 会 い す る こ と が で き ま し た 。 写

真 を 撮 ら せ て い た だ き た い 旨 の 話 を す る と

「 ち ょ う ど い い と こ ろ に き た ね 。 お 茶 で も

飲 み ま せ ん か 」 と 声 を か け て い た だ き ま。

し た 。 お じ ゃ ま す る と 、 大 庄 屋 の 重 厚 な 建

物 の 中 に 最 後 の 八 代 藩 主 徳 忠 が 一 時（ の り た だ ）

暮 ら し た と い う 清 涼 感 の 漂

う 武 家 造 り の 部 屋 が あ り ま

し た 。 欄 間 や 襖 に は 柳 沢 家

の （ ）花 菱 家 紋 左 写 真 参 照

が ち り ば め ら れ て い ま し

た 。 市 史 に 掲 載 さ れ て い る ８ 代 藩 主 徳 忠 の

写 真 や 書 ・ 古 地 図 等 の 史 料 も 見 せ て い た だ

き ま し た 「 こ の 夏 に 県 立 歴 史 博 物 館 の 企。

画 展 で 『 』 が あ り 、 史 料 を 県越 後 の 大 名 展

立 歴 博 に 貸 し 出 す た め に 部 屋 の 中 に 広 げ て

準 備 を し て い た と こ ろ だ っ た ん で す 」 と。

の 話 で し た 。 お 互 い に こ の タ イ ミ ン グ の よ

さ に 驚 き ま し た 今 月 日 か ら 始 ま る 越。 『30

後 の 大 名 』 展 が 今 か ら 楽 し み で す 。

お 伺 い し て い ろ い ろ な こ と が わ か っ て く

る 反 面 、 ど う や っ て こ の 土 蔵 の よ う な 建 物

を 動 か し た の だ ろ う と い う 新 た な 疑 問 も 出

て き ま し た 。 歴 史 で な く と も 何 で も い い の

で す が 、 自 分 が 疑 問 に 思 っ た こ と を 調 べ て

わ か っ た と き に は う れ し く も な り 、 充 実 感

も あ る も の で す 。 ま た 、 調 べ れ ば 調 べ る ほ

ど 新 た な 疑 問 は 出 て く る も の で す 。 知 的 好

奇 心 は 学 び の 源 で す 。 教 科 書 で 学 習 し た こ

と が 身 近 な と こ ろ で 具 体 的 に イ メ ー ジ さ れ

た 時 、 学 ん だ こ と は 自 分 自 身 の 中 に 深 く 根

付 く の で は な い で し ょ う か 。

６ 月 の 全 校 朝 会 で は 、 二 つ の 家 紋 （ 新 発

田 藩 溝 口 家 の 五 階 菱 と 三 日 市 藩 柳 沢 家 の 花

） 、「 」菱 紋 を 黙 っ て 示 し こ れ が 何 で あ る か

を 生 徒 に 問 う た う え で 江 戸 中 期 か ら 幕 末 ま

で 「 こ の 花 菱 紋 が 現 在 の 七 葉 中 の 敷 地 内 に

掲 げ ら れ て い た 」 こ と 等 に つ い て 話 を し ま

し た 。 学 区 は 歴 史 の 宝 庫 で す 。 地 域 の 歴 史

に つ い て 学 ぶ こ と も 楽 し い も の で す 。

三 日 市 藩（ 註 ）

（ ～ ） は 、 で 有三 日 市 藩 1724 1871 生 類 憐 み の 令

名 な 五 代 将 軍 の 側 近 と し て 権 勢 を ふ る っ徳 川 綱 吉

た （ よ し や す ） の 長 男 吉 里 （ よ し さ と ）柳 沢 吉 保

が 甲 府 藩 か ら 大 和 郡 山 藩 へ の 転 封 に と も な い 越 後

蒲 原 郡 内 に も 土 地 が あ て が わ れ て 成 立 し た 。 こ の

領 地 を 、 四 男 経 隆 （ つ ね た か ） に 、黒 川 藩 一 万 石

（ ） 。五 男 時 睦 と き ち か に を 与 え た三 日 市 藩 一 万 石

天 保 ３ 年 ( )、 藩 邸 内 に 藩 校 を 設 置 。 代1832 游 芸 館

々 藩 主 は 江 戸 住 ま い で 最 後 の 八 代 藩 主 徳 忠 （ の り

） 。 、た だ だ け が 藩 邸 で 暮 ら し た と い う 徳 忠 の 父 は

幕 府 の を 受 け て 新 潟 町 の 関 屋 ・ 青 山外 国 船 打 払 令

海 岸 の 警 備 に あ た る が 、 歳 の 若 さ で 死 去 し た23

た め 徳 忠 は ３ 歳 で 家 督 相 続 。 安 政 の 大 地 震 で 藩 邸

復 旧 費 用 と 朝 廷 に 対 す る 費 用 等 の 出 費 も 重 な っ て

藩 財 政 は 破 綻 寸 前 。 で は と 行 動戊 辰 戦 争 新 発 田 藩

を 共 に し 、 若 干 歳 で 三 日 市 藩 知 事 と な る 。 ２15

年 後 の 明 治 ４ 年 （ ） ７ 月 日 の に1871 14 廃 藩 置 県

よ り 免 官 さ れ て 徳 忠 は 東 京 に 引 っ 越 し た 。 三 日 市

三 日 市 県 新 潟 県 に 編藩 は と な り 月 日 に は11 20

。 、 （ ） 、入 最 後 の 藩 主 は 昭 和 年 １ 月 日11 1936 16

東 京 に て 歳 で 死 去 。82

【 後 日 談 】

上 記 記 事 が 掲

載 さ て た 翌 春 （ 平

24 25成 年 ５ 月

日 、 加 地 コ ミ ュ）

ニ テ ィ 協 議 会 の

皆 様 の ご 尽 力 に

史 跡 三 日 市 藩 一 萬 石 陣よ り に 、 校 門 前 に 「

。屋 跡 上 写 真」（ ）の 新 看 板 が 設 置 さ れ ま し た
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発行)＜学区の地名あれこれ① 上館－佐々木加地氏の北館・三日市藩陣屋－（H23.11.1
かみ たて さ さ き か ぢ し き た だて み つ か い ち はん じ ん や

上 館 は 、 今 泉 川 中 流 の 左 岸 に 位 置（ か み た て ）
し 、 南 東 方 約 ２ に あ る 要 害 山 に は 佐 々km
木 加 地 氏 の 山 城 跡 が あ り ま す 。 上 館 の 地 名

中 世 加 地 城 の 北 館 が あ っ た こ との 由 来 は 、
と い わ れ て ま す 。 加 地 城 は 、 鎌 倉 時に よ る

代 初 頭 、 越 後 守 護 職 兼 加 地 荘 職 で あ っ地 頭
1151 1199た （ ～ ？ 、 源 頼 朝 没 後佐 々 木 盛 綱

年 出 家 し 西 念 と 称 す る )に よ り 築 城 さ れ 以
来 、 室 町 時 代 初 め に 至 る ま で 越 後 守 護 代 、
伊 予 （ 愛 媛 ・ 備 前 （ 岡 山 ） 守 護 職 佐 々 木）
加 地 氏 の 本 城 と し て 隆 盛 を 誇 り ま し た 。 佐
々 木 盛 綱 の 父 秀 義 は 、 （ 年 ）平 治 の 乱 1159
で の 父 で あ る 源 義 朝 と と も に 戦 い ま源 頼 朝
し た が 率 い る 平 氏 に 敗 れ ま し た 。 結平 清 盛
果 、 源 義 朝 の 子 で あ る 頼 朝 と 佐 々 木 秀 義 の
３ 人 の 子 （ 長 男 で 太 郎 定 綱 ・ 次 男 で 二 郎 経
高 ・ ・ 四 男 の 四 郎 高 綱 は 幼三 男 で 三 郎 盛 綱
少 の た め 同 行 せ ず ） は 一 門 と 共 に 関 東 に 落

、 。ち の び 伊 豆 に 流 さ れ た 頼 朝 に 仕 え ま し た

頼 朝 は 、 に 際 し て 盛 綱 他 数平 氏 打 倒 の 挙 兵
名 に の み に そ の 意 志 を 伝 え た と 言 わ れ て ま
す 。 こ の 佐 々 木 盛 綱 を 祖 と し て 、 そ の 子 孫
が に 土 着 し 、 加 地 城 を 居 城 と し た の加 治 荘
が で す 。 学 校 の 敷 地 は 、 中 世佐 々 木 加 地 氏

徳加 地 城 の 北 館 跡 で す 。 近 世 、 江 戸 時 代 の
の 治 世 、 享 保 ９ 年 ( ） か ら は 柳川 吉 宗 1724

澤 家 の 支 配 地 と な り
三 日 市 藩 １ 万 石 が 成
立 し ま し た 。 水 害 を
避 け る て 享 保 年15
（ ） に 陣 屋 が 現1730
在 の 校 地 内 に 移 っ て
き ま し た 。 唯 一 の 名

幕 に は 柳 澤 家残 は 、 学 校 前 に 建 つ 八 幡 宮 （ 写 真 ：
で す 。 屋 根 に は 柳 澤 家 の 家 紋 がの 家 紋 が 見 え る ）

： の り たあ り 、 境 内 に は 最 後 の 藩 主 （ 柳 澤 徳 忠
） の 書 を 刻 ん だ 石 碑 が あ り ま す 。だ

（ 発行)＜学区の地名あれこれ② 菅谷 －笹竜胆と佐々木盛綱－ H23.12.1
すが たに ささ りん どう もり つな

は 、 鎌 倉 期 に 見 え る 地 名 で す 。 学 区菅 谷

内 の 菅 谷 地 区 に あ る （ 日 本 三 大菅 谷 不 動 尊

不 動 尊 の 一 つ と も ） は 、 源 為 義 の 子 で
みなも との ため よし

（ 左 写源 頼 朝 護 念 上 人の 叔 父 に あ た る
みな もと のより とも ご ねん

慈 応 が 文 治 元 （ ）真 ： 護 念 上 人 の 墓 ） 1185

年 に 創 建 し た と 伝 え ら れ て い ま す 。 本 尊 の

不 動 明 王 は 、 が 唐 よ り最 澄
さい ちよう

、比 叡 山 に 持 ち 込 ん だ も の を
ひ えい ざん

平 治 の 乱護 念 上 人 慈 応 が
へい じ

（ 年 ） の 混 乱 を 避 け る1159

た め 修 行 中 の 比 叡 山 無 動 寺

の 不 動 明 王 の 頭 部 だ け を 笈
お い

（ 背 負 う 箱 ） に 入 れ て 持 ち

出 し 、 諸 国 を 行 脚 し た 後 、

越 後 国 加 地 荘 菅 谷 山 の 地 形 を 比 叡 山 無 動 寺

（ 有 名 な の 拠 点 ） の 地 形 に み千 日 回 峰 行
せん にち かい ほう ぎよう

た て て 一 宇 を 建 て て 安 置 し た も た も の で あ

る と 伝 え ら れ て ま す 。 護 念 上 人 は 、 建 久 六

（ ) 年 十 月 、 鎌 倉 に 出 府 し 、 頼 朝 に 懇1195

鎌願 さ れ 大 姫 の 病 を 本 復 さ せ て い る こ と が

の 歴 史 書 に 記 さ倉 幕 府 吾 妻 鏡 東 鑑『 』（ ）
あ づま かがみ あづま かがみ

佐 々 木 盛れ て ま す 。 こ れ を 取 り 次 い だ の が

綱 源で す 。 菅 谷 寺 の 寺 紋 は 、

ゆ か り の 家 紋 と い氏 （ 頼 朝 ）

（ ）わ れ る サ サ リ ン ド ウ 笹 竜 胆

で す 。 旧 菅 谷 中 学 校 、（ 写 真 ）

現 菅 谷 小 の 校 章 に 笹 竜 胆 が 記

さ れ 歴 史 の 重 み が 感 じ ら れ ま す 。

（ 発行)＜学区の地名あれこれ③ 三日市・早道場と加治バス停 H23.12.22
みつ か いち はや みち ば

三 日 市 は 、 加 治 川 と 坂 井 川 の 交 流 点 の

右 岸 に 位 置 す る た め 交 通 の 要 所 と し て 栄 え

ま し た 。 地 名 の 由 来 は 、 中 世 の 三 斎 市 （ 中
さん さい いち

定世 、 一 ヶ 月 に 三 回 開 か れ た

） に よ る と 言 わ れ て い ま期 市

す 。 江 戸 期 は 、 は じ め 村 上 藩

、 （ ） 、領 寛 永 年 幕 府 領19 1642

正 保 元 年 （ ） 村 上 藩 領 、1644

宝 永 ６ 年 ( ) 幕 府 領 、 享 保1709

９ 年 （ ） よ り 幕 末 ま で 三1724

日 市 藩 領 と 変 遷 し ま す 。 早 道 場 も 同 様 の 変

遷 で す 。 地 内 が 三 日 市 藩 領 と な っ た の は

で 有 名 な 八 代 将 軍 の享 保 の 改 革 徳 川 吉 宗
きよ う ほう よし むね

治 世 で 、 柳 沢 吉 保 の 五 男 時 睦 に よ り 三 日 市
とき ちか

に １ 万 石 で 立 藩 し ま し た が 、 水 害 を 避 け て

享 保 年 ( ） に 上 館 （ 現 在 の 七 葉 中 敷15 1730

地 ） に 陣 屋 （ 城 を も つ こ と が 許 さ れ な い 小
じん や

藩 大 名 の 屋 敷 構 え 程 度 の 居 館 や 役 所 ） を 移

し た と い わ れ て い ま す 。 三 日 市 町 と 早 道 場

町 と と も に 加 治 宿 場 と し て 栄 え ま し た 。 両

町 を あ わ せ て 賀 地 町 （ の ち 加 地 町 現 在 加、

治 ） と も 通 称 さ れ て い ま し た 。 現 在 も 加

治 の バ ス 停 が 早 道 場 に あ る の は そ の 名 残 で

し ょ う 。 奈 良 時 代 前 ( 年 )に 渟 足 郷 か ら702
ぬ た り

分 割 さ れ て 誕 生 し た 賀 地 郷 の 中 心 は こ の 賀

地 町 （ 加 地 町 ） で あ っ た と 考 え ら れ て い ま

す 。 地 内 の 加 治 八 幡 社 の 由 来 に よ れ ば 、 鎌

倉 時 代 に 佐 々 木 盛 綱 に よ り 加 治 里 館 が こ こ

に 築 か れ の 館 の 一 隅 に 八 幡 宮 を 創 建 し武士

た と 伝 え て い ま す 。
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（ 発行)＜学区の地名あれこれ④ 館野小路・新保小路・小松 H24.1.31
たて の こ うじ しん ぼ こ うじ こ まつ

渋 谷 清 志 氏 の 「 三 日 市 藩 に つ い て 」 の 論

、「 、 、文 に よ れ ば 年 代 初 頭館 野 小 路 は 1500

加 地 城 の 北 館 （ 館 村 ） 創 建 に あ た っ て 、 資

材 搬 送 の た め の 小 路 が 集 落 名 の 起 こ り と い

う 」 と あ る 。。

[新 潟 民 俗 学 会 創 設 者 で 新そ れ に 対 し て 、 小 林 存 氏
ながろう

は 昭 和 年 に 出 版 し た 県潟 新 聞 現 新 潟日 報 主 筆 ]（ ） 、 『25

内 地 名 新 考 下 巻 （ ) の 中 で 「 館 野 小』 、p.14

路 は タ テ ノ コ シ の 転 化 で あ る に 相 違 な く 、

従 っ て 、 岩 船 郡 館 腰 （ タ テ コ シ ） 村 の 館 腰

と 同 じ く 豪 族 の 本 拠 を め ぐ っ て 部 下 の 人 々

の 居 付 い た 部 落 に 過 ぎ ま い 。 し か も 上 館 に

関 し た 地 名 が 主 と し て 阿 賀 北 二 郡 に 限 ら れ

て い る こ と を 考 え る と 、 本 来 東 北 系 の 起 源

を も つ こ と は 明 ら か で 、 … 」 と 持 論 を 展 開

し な が ら も 「 果 た し て 当 を 得 て い る か ど う

か は わ か ら な い 」 と も 述 べ て い る 。

、 「 、ま た 渋 谷 清 志 氏 に よ れ ば は新 保 小 路

天 正 ( ～ ） の 頃 、 加 地 氏 の 家 臣 居 城1573 92

氏 ら が 村 立 て に か か わ る と い う 。

は 、 江 戸 時 代 に は 大 き な 臨 済 宗 寺 院小 松

が 上 小 松 ・ 下 小 松 に あ り 、 三 日 市 藩 時 代 、

三 日 市 湊 の 運 営 に か か わ る 近 郷 庄 屋 衆 代 行

の 居 住 な い し は 宿 泊 所 が 集 落 を 造 る ほ ど

で 、 全 戸 が 庄 屋 ・ 名 主 の 屋 号 を も つ 特 異 な

集 落 で あ る 」 と 述 べ て い る 。。

（ 発行)＜学区の地名あれこれ⑤ 蔵光の縄文期の遺跡と加地氏 H24.3.1
くら みつ

蔵 光 は 「 古 く は 加 地 蔵 光 と 称 し た 。 坂、

井 川 中 流 域 。 地 名 の 由 来 は 、 蔵 郷 が 設 け ら

下 写れ て い た こ と に よ る 。 地 内 の 香 傳 寺 （

） は 曹 洞 宗 の 名 刹 で 、 そ の 寺 地 は 加 地 氏真

の 館 跡 （ 角 川 地 名 辞 典 」 と あ る 。。 『 』）

香 傳 寺 は 、 天 正 年

間 （ ～ ） に 加1573 92

地 春 綱 に よ っ て 建 立

さ れ た と 言 わ れ て い

る 。 左 写 真 で も わ か

る よ う に 寺 の 看 板 上

部 に 書 か れ て い る 寺 紋 は 、 佐 々 木 加 地 氏 の

「 」 。 、家 紋 で あ る 四 つ 目 結 で あ る 香 傳 寺 は

加 地 城 主 佐 々 木 氏 の 菩 提 寺 で あ り 、 境 内 は

と も 呼 ば れ 、 加 地 氏 本 家 あ る い は そ蔵 光 館

の 一 族 の 居 館 が あ っ た と 言 わ れ て い る 。 そ

の た め 左 写 真 で は 、 ブ ラ ン コ の 後 ろ に 高 さ

約 ３ ㍍ 位 の 土 塁 が 築 か れ て い る こ と が わ か

る 。 中 世 の を 学 区 の 中 で 見武 士 の 館 の 遺 構

る こ と が で き る の は う れ し い こ と で あ る 。

ま た 、 蔵 光 は 、 石 川 川 か ら 姫 田 川 に は さ

ま れ た 丘 陵 端 で 、

縄 文 後地 内 か ら は

に か け期 か ら 晩 期

、て の 遺 跡 が 分 布 し

土 器 ・ 磨 製 石 斧 ・
せき ふ

石 棒 が 出 土 し て い

る 。 縄 文 遺 跡 の 宝

庫 と も い え る 。 ２ 月 日 ～ 日 、 蔵 光 地19 27

区 か ら の 出 土 品 が 市 立 図 書 館 坪 川 記 念 室 で

展 示 さ れ た （ ： 蔵 光 十 二 林 遺 跡 出 土上 写 真

品 の 異 形 注 口 土 器 。）

（ 発行)＜学区の地名あれこれ⑥ 熊出の クマ は 熊 か 隈 か＞「 」 「 」 「 」 H24.3.23
くま いで

熊 出 は 、 坂 井 川 支 流 熊 出 川 流 域 に 位 置 す

Hる 『 角 川 日 本 地 名 大 辞 典 新 潟 県 版 （。 』

元 年 出 版 ) に よ れ ば 「 地 名 の 由 来 は 、 ク、

マ が 出 没 す る 山 村 で あ っ た こ と に よ る と い

う 」 そ れ に 対 し 、 小 林 存 氏 の 『 県 内 地。
ながろう

名 新 考 下 巻 （ 昭 和 年 出 版 （ ) で』 ）25 p.161

は 県 内 で 「 熊 」 と つ く 地 名 の 中 で も 「 熊 留

と 熊 塚 （ と も に 現 在 は 上 越 市 ： カ ッ コ 内 引

用 者 ） は そ こ で 熊 を 抑 え 留 め 、 捕 ら え て 熊

塚 に 葬 っ た と す れ ば 明 瞭 だ が 、 そ の 他 は ど

れ も 熊 が 出 た と か 、 熊 を 捕 っ た と か い う た

め に 名 前 の つ い た 証 拠 の あ る も の は 一 つ も

な く 、 日 本 全 国 の 例 を 尋 ね て 見 て も ク マ は

も と も と 隈 で あ る の が 本 義 と 思 う 『 ○ ○。

隈 』 と い う 形 で 九 州 地 方 に 多 く 分 布 し 、 県

下 で も 千 曲 川 の ク マ は 曲 の 字 を 書（ チ ク マ ガ ワ ）

く が 、 山 の 隈 、 川 の 隈 と い え ば 山 裾 や 川 筋

が 湾 曲 し て い る 一 隅 に 抱 か れ 、 影 を な し て

い る 土 地 が ク マ で あ る こ と か ら も 分 か る 。

熊 は 大 体 に お い て 隈 の 宛 字 と 極 め て よ い で

あ ろ う 」 と あ る 。。

は 、 熊 出 公 会写 真

堂 裏 付 近 か ら 見 た

熊 出 川 両 岸 に 広 が

る 棚 田 状 の 田 ん ぼ

で あ る 。 熊 出 の 地

形 か ら す る と 小 林

説 に も う な ず け る も の が あ る 。 熊 出 は 享 保

９ 年 （ )か ら 黒 川 藩 領 。 享 保 年 村 差1724 10
むら さし

。出 帳 に よ れ ば 家 数 ・ 人 数 ・ 馬 ７ 頭23 152
だし ちよう


